
 

学 校 生 活 の き ま り 
福江中学校生徒指導 

 

１ 登下校に関して 
 
 (1)８：００から朝読書が始まるため、余裕を持ち落ち着いた中で取り組めるよう、早めに登校し 

よう。（７：５０生徒玄関通過、７：５５読書開始、～８：１０） 
    ※８：００に生徒玄関を通過していなければ遅刻となります。 
  
 (2)自転車通学は学校が許可した者（許可書発行）のみに限られます。（原則として学校から自宅 

まで２㎞以上離れていること、自転車保険に加入していること） 
    また、自転車通学生は自転車の定期検査を受け、通学時には許可証を携帯してください。 
    ※通学以外で自転車を利用する場合（全生徒）もヘルメットを着用しましょう。 
 
 (3) 手袋・マフラー等の防寒着は校舎内で着用できません。（玄関で着脱しましょう） 
 
 (4)下校時に寄り道はしません。遊びに行く際などは、一度帰宅して荷物を置いて出かけましょう。 
 
 (5)登下校中に飲食はしません。お店に立ち寄り、買い物などもしません。 
      
 (6)交通ルールやマナーを守り、安全に心がけて登下校しましょう。（完全下校時間の厳守） 
 
 (7)自転車通学生以外は徒歩での登下校を基本とします。事情があり、車を使って登下校する場合 

はプール横の駐車場を利用してください。登下校時に学校周辺の道路に駐車する車が多く、地 
域の方々へ迷惑を掛けるとともに、大変危険です。 

 
 (8)冬季（10~3月）は安全のため、交通安全タスキをかけて下校します。（全生徒に配布します） 
 
２ 校内生活に関して 
 
 (1)通学用かばんに落書やシ－ルを貼ったりしません。目印としてキーホルダー１個はつけて構い

ません（大きさはこぶし大までです。間違って持ち帰ることがないようにするためです）。 
※教科の学習（授業）がある日は通学用カバンの利用を原則とします。 
※授業のない日などは、全校あるいは学年単位で補助バッグでの登校を認めることがあります。 
 

 (2)補助バックは大小２種類の指定補助バックを選択し使用します。 
      ※補助バッグに入りきらないものについては、別のバッグを使用するようにしています。 
  

(3)家庭学習に必要無い学用品は、学校へ置いて帰って構いません。 
 

 (4)通学靴やシューズは学校指定のものを使用し、かかとに氏名(名字)を記入します。 
 
  (5)不要な金品は一切持って来ません。持ってきた場合は、担任に預けてください。集金のお金は 

朝一番に担任、または担当、もしくは集金箱に提出します。 
 
  (6)ベランダ・非常階段には、緊急時を除いて絶対出てはいけません。何か落ちた場合は、先生に 

伝えてください。 
 
  (7)他学級には絶対に入りません。他学年の廊下やフロアへも行きません。 
 
 (8)通級教室への不要な入室は禁止です。掃除の場合も早めに来ても入室しないでください。  
 
  (9)天気が良い昼休みは、できるだけ外で遊びます。遊ぶ際は体操服またはジャージに着替えます。 
    （ボ－ル等の貸し出しは職員室入り口の物を使用し、体育備品は使用できません。） 
 
 ３ 服装について 
 
 (1)授業は原則として制服で受けます。ただし、着替えが必要な授業がある時は、１時間前の休み

時間に着替えても構いません。 
※保健体育等で更衣する場合、直前の休み時間に更衣するのではなく、1つ前の時間に更衣しま
す。更衣と移動教室が重なる場合は、更に前の時間に更衣します。 
※制服の下にジャージ・体操服は着用しません。 
※カッターシャツの上からはジャージを着用しても構いません。       

 (2)掃除はジャ－ジか体操服で行います（午前中に更衣が必要な教科がない場合は、昼休みに更衣しま
す）。 

 
 
 



 男 子 女 子 

制服 ◎清潔で好印象を与える服装をします。 
（冬服） 
 
 
 

・黒の標準学生服。 
・ｽﾞﾎﾞﾝはｽﾄﾚｰﾄ型でﾀｯｸなし。 
・ﾍﾞﾙﾄの幅は2cm以上、黒色無地。 
・学生服の下は白のｶｯﾀｰｼｬﾂとします。 

・紺のｾｰﾗｰ服（襟にｴﾝｼﾞ色2本線） 
 ｴﾝｼﾞ色のﾘﾎﾞﾝ。（結び目から15cm） 
・紺ひだｽｶｰﾄ（膝が完全に隠れること） 
・女子のﾘﾎﾞﾝは必ず着用します。左胸の名札を
隠さないようにします。（長さ15cm以上） 

（厳寒期） 
 
 
 

・ｶｯﾀｰｼｬﾂの上からｾｰﾀｰ類は着用できます。 
 （派手でないものに限ります） 

・ｽﾄｯｷﾝｸﾞ又はタイツは黒もしくはベージュを着 
用できます。 

・ﾊｲﾈｯｸ､ﾀｰﾄﾙﾈｯｸとも。（派手でなく、首元がた
るまないものとします） 

 中着は肌着と区別して着用します。（中着の色･････白・紺・黒・茶・灰色及びそれに近い色） 
※肌着は肌に直に身につけるもので、中着は肌着と制服の間に着るものです。 
※冬季 男子：肌着の上にｶｯﾀｰｼｬﾂ、その上にトレーナーなどを着て制服を着ること 

ができます。（色･････白・紺・黒・茶・灰色及びそれに近い色） 
    女子：肌着の上に中着を着て制服を着ることができます。 
※厳寒期は手袋･ﾏﾌﾗｰ･ﾈｯｸｳｫｰﾏｰ･ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰは使用できます。（ｳｲﾝﾄﾞﾌﾞﾚｰｶｰ以外は、生徒玄関
で着脱しましょう） 

  色･････白・紺・黒・茶・灰色 及び それに近い色 
※体操服を肌着代わりに着用しません（衛生上問題があります）。 

 
 
 

  
（夏服） ・白の半袖ｶｯﾀｰｼｬﾂ（開襟） ・白のｾｰﾗｰ服 

 （紺色の襟に白線2本・紺色ﾘﾎﾞﾝ） 
 
肌着を着用します。（派手な色・柄物は着用しません。制服（カッターシャツ等）からすけないこと。） 
※男子は白にワンポイントのＴシャツまでは許可します。 
※女子は下着の上に白にワンポイントのＴシャツか、それに替わるものを着ても構いません。 
※バックプリント（部活動などのチームシャツなども）のあるＴシャツは着用できません。 

 

  

頭髪 
 

頭髪憲章 

があります。 

◎清潔感を保ち、自然のままとします。 
・前髪は、眉にかかる程度とします。 
・横髪は耳にかからない程度まで。 
・もみあげは耳たぶの一番下のところまで。 
・後ろ髪はｶｯﾀｰｼｬﾂにかからない程度。 

・髪が肩につく場合は全て束ねる。 
・髪を束ねる場合にはﾋﾟﾝ･ｺﾞﾑのみ使用を認めて 
います。 → 色は黒・紺・茶。ｺﾞﾑ2本以内。 

ﾋﾟﾝは5本まで。 

禁止事項 
 

・眉に手を加えてはいけません。 
・装飾品（ﾋﾟｱｽ、指輪、ﾌﾞﾚｽﾚｯﾄ、ﾈｯｸﾚｽ等）は身につけてはいけません。 
・ﾊﾟｰﾏ、ｱｲﾛﾝ、染色･脱色、整髪料など髪に手を加えてはいけません。 
 → 例外もあります。その際は許可申請手続きをとる必要があります。 

男女共通 
 
 
 

・上履き、名札、ｼﾞｬｰｼﾞを色で分けます。（１年生･･･青、２年生･･･赤、３年生･･･緑） 
・下履きは指定の運動靴。（ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ38ﾎﾜｲﾄ） 
・靴下は白色無地、ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ(黒・紺など派手でない色)まで可。（くるぶしが完全に隠れるもの） 
 ※ワンポイントの大きさ→指でOKサインを作ったOの大きさくらいとします。 
 男子のズボンの丈をわざと長くしたり、ずらして履いたりしません。 
  女子はスカ－ト丈を短くしません（膝下まで完全に隠れるような長さ）。 
・部活動のＴシャツなどは部活動中のみ着用し、学校生活では着用しません。 
・鏡やくしは、教室で使用します。 

４ 職員室での作法に関して 
    ◯入るとき「失礼します。」「○年○組の○○です。○○先生に○○の用があってきました。」出るとき「失礼し 

ました。」とはっきりと、大きな声で言いましょう。 

     ◯用事は明確に告げます。  ◯関係のない生徒は入室しません。 

     ◯言葉遣いに節度をもちましょう。  ○用事のある先生の机がある側の入口から入室します。 

５ 校舎内施設使用に関して 
(1)放課後、用事がない生徒は下校時刻を厳守します。16:30 以降に教室を使用する場合は、担任及び担当の先生の許可 

を得て活動します。ただし、生徒だけでの活動は認めません。 

 (2)部活動の生徒は、かばん類も一緒に持って校舎を出ます。部活動終了後は校舎に入りません。  

(3)公衆電話を利用するときは、職員室前の公衆電話を利用してください。なお、下校時の迎えの電話はしないでいいよ 

うに、事前に家庭で確認をしておく（※急な予定の変更は除く）。 

６ その他 
  (1)カラオケボックス、ゲ－ムセンタ－（ゲームコーナーも含む）等の遊技場への出入りは保護者同伴とします。 
 (2)夜間外出・深夜徘徊・外泊は絶対にしません。 
  (3)危険物（はさみ・ナイフ・カッター等）やおもちゃは持ち込みません。はさみが必要な場合は職員室に

貸し出し用のはさみを使用します。 
 (4)男子学生服のボタンの購入は販売店で行ってください。販売店が分からない場合は、学年の生徒指導担

当の先生に尋ねてください。 
 (5)日焼け止めは使用して構いません。ただし、時と場面に応じて、適切な場所で使用します。 
 (6)無香料のものに限り制汗シートを使用できますが、ゴミは各自で確実に持ち帰ります。 

(7)服装の移行期間は設けません（文書での案内も行いません）。各自、気候等に合わせて調整してください。ただし、
式典や行事、および、気候などに応じて、服装の指定を行うことがあります（※その都度連絡）。 


